
  

「結局のところデンタルフロスは意味があるのか？」 

 

歯ブラシによる歯磨きは歯と歯の間を掃除するにはあまり効果的ではないことは判明しています。そのため、ほとんど
の虫歯や歯周病は、歯と歯の間にある歯垢によって引き起こされてしまっている。そこで出番となるのがデンタルフロ
スです。 
多少歯茎から血が出る程度ならそれほど大きな問題ではありませんが、もし歯垢や歯石により歯茎が歯周病になってし
まうと、事態は深刻です。歯周病は歯の黄ばみや歯肉の後退といった見た目の上での問題のほかに、口臭の原因になっ
たり、最終的に歯が抜けてしまう結果を招いたりします。そのため、デンタルフロスは歯垢を取り除いて歯周病を予防
する上で重要になるとのことです。 
 

「デンタルフロスが有効な人」の条件として、①歯がほとんど残っている②歯並びがよく、歯がきちんと並んでいる 
③歯肉が後退して、歯と歯の間に三角形の隙間ができたりしていない 
 

「デンタルフロスだけでは足りない場合」の条件が、①あまりにも歯と歯の間の隙間が大きい場合②かぶせもの、ブリ
ッジ、インプラントなど複雑な治療が行われている③部分義歯、矯正装置を使っている 
これらの場合は、普通のデンタルフロスだけでなく特別な道具などが必要になることがあります。どんなものを使えば
いいかは人によりけり。 
以上、結局のところデンタルフロスは意味があり、重要であると考えます。 

 

本康歯科ニュース 

 
世界中のどの歯医者に行くよりも、この歯医者に来て良かった！！」と思ってもらえる歯科医院めざして！ 


